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余ノ症例ハ僅ニ 5例ナ Jレモ九大二：宅外n教室ニ於ナ ）J.,1926年、 1927年ノ2う年問、 130例



























シ モ揚所ノ深在セ Jレト創ノ大ナ Jレ鳩メ終ニ手術中出血死亡セリ。爾後演者ハ多数ノ~~兎テ
用ヒテ肝臓破裂ノ JI::血法テ賓験的ニ攻究シE先人ノ 主精子モ参｝！（~シ現今ニ於テ肝臓破裂ニ
遭遇シタ Jレ場合ニハ次ノ ：虫lク底置 λペキモノト守5-7。印チ肝臓皮下破裂ニ遭池シタ ）~場合
表tr:'l~I：ニシテ縫合符易ナルモノハ腸線ニテ鈍針テ用ヒテ縫合止血シ、深tF性ニシテ操作関










追加1 松 Il 手｜；三郎











































:H 日本外科賓画第 へ巻第 二被
寅際問題トシア治療上酸波テ以テ之，カ、滴卒術テ碍害スベカラスルシア等ロ楠削テ用フペキ
モノナ Jレ事テ教へラレタリ。
愛ニ於テ余ハ注射ヨリ肉芽／特効剤トシテ V-L月j セラ Jレル童:ti~奇lj ニ 1 ノ改良テ施シ、之テ以
テ組織ニ誼度ノ「アルカリ」性テ附輿シ、淋巴球テ害セ ズニ醇索作月jテ保存セシムル銀削子





























































:Ii 日本外科資制策 へ~弘 二 被




余ハ薬物療法ニ此ノ「コムバン ド」ノ結数法テ粂ヰテ行；U｝キ ーナツテヵ ヨ相首成大ナ ）~病




1共レガ段々ト大キク Tツテ説ij｝（テ呈ス Jレニ至ツタトノ 事デアJレ、共ノ間新聞ナドニ現ハ
レタ枕！テノ薬品テ買ヒ求メテ附クア見タリ、或ハ光線療法テ受タタリ、或ハゴド聾者ノ電気
療法ナ ドニモ附サレ テ60日閉そ遁ツテ見タカイ吋ノ効果モ見ス＼ モウ斯フ ナツテハドウ シテ
モ Tfilli テ 交ナヰ パナラ ヌ ト決心テ シテ各~＇－門大家ニ就 1 f意見テ聞1f見ルト此レハ大手
術テ行ハキバナヨヌガ完全ニ治癒スルト云フ事ハ保護ハWi＊ヌ叉タ一方手1JtrI ；妓痕ガ旺門
ラ崎形 ニ陥ラシメテ火祭出テ起サナイ ーモl筏ラヌト云ハ レ、 1fタ或ル専門家ニ診テ貰ツタ
ラ手術ハスルガ之ハ1回デハfクナイ、 3回ニ分クテ手術テ スJし・Fニ・ス Jレト 1回ノ手術ハif
療朋間テ約3ク月テ要スノレ率三ナ Jレカヨ3回79ク月間ノ日；数テ要ス Jレ諜ニナル、而シテ完
全ニ治ス Jレト云フ1..：ハ保護ガ出来ナイカラ、 7 ア高年ムモ達 シテ居Jレ事デアリ、其レノ鵡
ニ直接 ニ生命テ年ハJレJレトバフ事デモナ fカラ共ノ岱ニ シテ美味イモノグモ食ベテ徐生テ
主宰ツタラ ドクカトノ・l~ デ、殆ンド自分デハ絶望ト諦ノテ一生此ノ佳デ終ヨク トハ思フ 2 壬










アJレ、 共ノ著：シク膨隆シテ居Jレ部分ノ jlj内方・ハ丁度「アワピ」貝デモ クツツナタ様ニ共ノ皮
！局面ヨリハ除程隆起シテ居 Jレガ之ノ叫u1rニハナツテ居ナイ、而 ンテ共ノ全開ノ表面ュハ無
担匹 舎
教ノノl、孔カ’ γ ツテ共ノ孔カフ膿ri · ガ出テ居 Jレ、之ニ it!1~~自テ加l へ Jレト教へ切レヌ程 J 1J、孔カ
ラ膿汁ガ吹キ／.Hシテ来ル、而jシ疹痛ハ吉1］合ニ無・1、ソシテ共ノ全貯jノHJ；況テ見ルト恰カモ
上皮癌ノ様ユモ疑ハレル外視テ呈シテ居；r,。



















テ見タガ共ノ切断セラレタ間隙カラ出 Ji.-分泌物ノ嬬メニ宇I］創膏ガ直キニ外レテシ 7 ウ、丁










日18 日本外科資嗣日ノ＼. ·~ ;j'I, 二批
キ腫ifli ノ If~ ノモノテ「プノ、」デ切断ヵ1封＊）レ事ニナレパ外科治療界ノ上ニ今後如何ナ Jレ機車rh
テ興へJレモノデアJレカニ想到シテ愉快テ禁ジ得ナカツタノプアJレ。亦タ同病ニテ入院シテ
居 Jレ患者建ノ、アレハ如何ナ Jレ結果子粛スデアラウカト興味テ以、ツ T迎へテ居ツタモ／デア
Jl-ガ
タlレ老司人／鴻ニ耐若；テ友ンテクレタノデアJレ、共レハ刃物ャ注射器ャ版j［酔法等ノ力テ借ラ















アJレガ二、三日テ経過ス Jレト全部ガ切断セラレテシ 7 ワ、其レト同時ニ薬物テや布シア置
ナバ漸次ニ共ノ病的部分ガ脱落スル、前iシテ治療開始後30日目ニ首ツテ撮ツタ詰買ハ第 4
怖い示ス遁リデアノレ。





而シア治療開始ヨリ丁広州日目ニ撮ツタ諸民ハ初 5 同ニ ~J；ス通リデア Jレ、之ハ薬物ニヨ
リテ病的組織力iぷカレ健康組織J tガ姥サレテ居 Jl-カラ多少ノ痕痕ニ醜クキ勅ハア Jレガ月r
「『］ナドニ崎形テ残サス晶叉タ糞使失禁症ナドモ胎サナ 1.余ハ 7 グ忽想的ユヤツテ見タィ；事
モアツタカ本人ハ此レデ結構、一日モ早ク此ノ釘版テ家族ノ者ニ見セテ真バシ会イ尻ガ来日





京極簡易 ι且γ安全ニ而カモ非槻血的ュ行ハ Jレル治療法デアル、最早持4~ ノ ·bn何ナル揚合
ニ於テモ凧t附2ノ要ナク「メスJヤ注射器ナドハ無用ノ長物トナツ夕、殊ニ此ノ「ゴムハンドJ
／結数法ハ持痩；／揚合ニ限ラズ臆蕩共ノ他之ニ類スル一般ノ外科領域ニ於テ之テ臆）jシタ
ナラパ非観血的ニ而カモ簡軍ニ諸病テ取リ掠フ ：·1·~ ヵ 、ー出来 ；i デアラウト信ス‘Jレモノデアル。
元来観血的行揺ナルモノハ人道ヨリ観テ以ツテ惨忍、ナル事柄テアjレ、 Mf:iflハ？？慣的ニ血テ
流ガサシム ；i事ハ卒呆テ、アリ、亦タ法律モ之テ答メナ f、亦タ世人モ之テ許シテ居Jレ、而




























レ ｝~ 個悌蛋l’ l ノ分解I曾準 ） $，＇，果ト 交感榊経系ノ切除ノタメニ起レJi../，成弱セ JI-酸化作用ニ因
Jレ不完全ナ JI-燃焼ノタメニ蛋白新陳代謝ノ中間乃ヨミ終末産物カ助1清内ニ管積シテ起レJレモ





Pen de，森田氏等j ・IHゼシトコ円ナリ 0 ＊シテ氏等ノ言へルガ如ク副腎ハ萎縮ノ結』~t形





















34.胸部交感神経節献索切張術z就テ 京都 大 i撃 法
比：者・ハj胸部交感iJfli粧ノ分布テ受クル部位叉ノ、臓器ノ抗J忠例へパ」：肢ニ於ク ｝L-諸疾；也、肺
結援、肺壊痘、肘i膿場、膿胸或ハ胃、十二指腸潰蕩ニ~·J・シテ各共部位ニ}.lit\ フ~· }1'交感；1i1/れ筒




























・~ "' v，ー 日 水外科資画第八巻第二披
2. 肋間・々折ニアリテハ呼吸運動ニヨリテ不断ニ骨折端モ1＇タ運動シコノ部テ安静ニ保
















36.卒塵開胸術J下＝行へJI-限局性肺気腫J切除例 京都 大 津 遼
背柳安誠
患者ハ42放ノ男子、右側肺結核ノ鵡ニ入院、 ｝•；占々 f 手術テ受クタ。自H チ子（々ハ肺結核ノ











ナカツ夕、開場ノ f象カ町jニ認メラレタ。此ノ「レ」氏像ト前手術時ノ 1；：；~ノ fifi見トカラ－i'｛々ハ
E堅 舎 :12: 
肺袈腫ノ：疑テ持ツニ至ツタn
ソコデ、第1回ノ手術後50日目一再ピ卒座開胸術ノドテ此ノ腫蕩ノ射出テ企テタ。 gpチ



















局性肺気臆ハ、何時制廃玄主安企~ •• ＂！.行 ~. N:Jt-:.' ..杢座開胸r~tノ 下ー子除去2男友／L'3. 1 ..、否
除去スnfキモノデアルト提唱シ、ソノ賀行第 1例テ此底ニ報告シタ究第デアル。 （寓真供
覧）























マスカぉソレ等ノモノ並ニ共後経験シタ例ニ於キ 7 シテ此等テ観察シテ見7 スニ頑固ナ Jレ使
秘テイjスJレモノモアリ？スシ、或ハ｛垣部症ti}：ァflitイデテ JレモノモアリマスY.<iシ勃レモ屡々
捻陣テ起シ易イノテアリマス、？タ 1週間両1iニ経験シ 7 シタ s・二y：；伏部結腸遁長ノ患者ニ於
テモ甚ダ頑f~i］ナル便秘ニ加フルニ甚ダ屡々捻特テ反復シ苦ンデヰ Jレノデアリ 7 ス、此J等ノ
モノニ就テ治療法ト致；：＿，，シテ結腸相互間ノ吻合、廻腸下部ト S字結腸間ノ I吻合、或ハ結
腸回定術テ行ツテ見7 スーソレテイ足秘症欣ノ軽快スJレコトモアリ 7 スガ長イ遠隔成績ニ就
テ見マス ι ドクモソノ後デ依然捻陣テ反復シテ困Jレノデアリ 7 ス、従ツア此ガ底置トシテ
ハgp子便秘テ除クコトカラ云ツテモ亦タ捻陣テ妨ク月コトカラ云ツテモ切｜徐術ニ依Jレテ至＇i';






腹膜炎）股蕩形成等テ除外シタ Jレ57例ニ就キ、ソレテ 2群二分チ、ーハ大ナ Jレ叉ハ康汎ナ Jレ
段場面テイjスJレモノ、ーハ腫癌擁痕形成等．テ主トシ周囲ノ炎症瞬j主ナ Jレモノトニ分チ、白
血球像テ観察セシー、卒均白血球数ハ正常範園テIHデずルモ、高Ii者ハ9260！高位、後者ハ
































弁10 -1:! I ~~rn腸糊 ！食後一時間！
｜平 I~， I ナシ｜昨刊｜
測ー！o I 48 ／朕石痛 j件十分l

























































ピ20時間 ι ハ之ヨリモ減少セリ n












ヒ腸i哲2並ニ IJ矧空局所免疫テ獲得セシムル嬬メニハ何日克技ガイr•J レ ノ 力祉工 ヨリモ最モ優秀ナ
Jレ事テ報告シタリ内他方中川博士ノ、昨年2例ノ慢｛！｜：級膿梓菌性大腸炎患者ニ夫々自家緑膿
里堅 含 ：：~7 
梓菌「コクチゲン」テ調製シ此テ内服セシムルネニ依テ何レモ 2週間以内ニ該病原菌テ惜外





シメ沸騰セ Jレ重渇煎中ニ 30分間煮沸シタ Jレモ／テ空腹時先ツ♂牛謄汁粉末o.sテ投興シタ Jレ






























































－・・’・ー ・ー－‘． ， 
次回開催地ハ大阪市ト決定セり
